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を伴う腺癌は、伴わない腺癌と比べ、全腫瘍径での比較（VDT中央値 725日 vs. 177日、p < 0.
001）、GGO成分を除いた充実成分径での比較（VDT中央値 248日 vs. 177日、p = 0.040）の
両者でVDTが有意に長かった。また、GGOを伴わない充実性腺癌と他の組織型のVDTとの比較
でも、腺癌は他の組織型に比較してVDTが有意に長かった（VDT中央値：充実性腺癌 177日、
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